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内容の要旨及び審査の結果の要旨
神経カルシウム感受性タンバクー１（NCS-1）はＥＦハン脾モチーフを持ち、１８７個のアミノ酸から
成る、Ｂ型のＣａ?+結合タンパク質である。NCS-lは神経筋結合部に存在し、ハエやカエルにこのタン
パク質を打ち込むと、自発および誘発性の伝達物質放出が増える。また、マウス神経終末でシナプト
フイジンとの共存が報告されているが、NCS-1がシナプス伝達にどう作用するかは不明である。マ
ウスのニューロプラストーマとラットグリオーマ雑種細胞NG108-15細胞は、神経モデル細胞として
多用され、培養下、細胞間同士では機能的シナプス結合は生じないが、横紋筋との間には神経筋シナ
プス結合を生じ、アセチルコリンをＣａ?+依存的に放出する。今回NCS-1の哺乳動物神経細胞内での
役割を知る曰的でNCS-1cDNAをNG108-15細胞に導入し形質変換させた細胞がどのように培養下横
紋筋とのシナプス形成およびアセチルコリン放出に影響するかを観察した。
lNCS-1タンパク質は野性株のNG108-15細胞にも存在し、シナプス局在を示すＳＭＰ-25タンパク
質と細胞体および神経突起の細胞表面上で共存していた。
ZNCS-1cDNAと緑色蛍光タンパク(GFP)のNG108-15細胞への導入より、約３０％の細胞にNCS-1
の大量発現がみられた。
3．同時培養下野性および大量発現の両タイプNG108-15細胞はラット横紋筋とシナプス接着してい
た。それらの細胞の細胞膜、神経突起や成長円錐部でNCS-1はSNAP-25と共存していた。
４Ｃ寵PdNCS-1蛍光陽性の発現細胞では、１個あたりの神経突起数、神経突起分枝数や長さは、コン
トロールと同じか、小さい値を示した。
５．にもかかわらず自然誘発性の筋終板電位より推測した機能的シナプス形成は、NCS-1を発現させ
ることにより上昇した。
６．またNG108-15細胞を電気刺激し、発生した活動電位により誘発される終板電位はNCS－１発現に
より数的に増加し、インパルスあたりの平均アセチルコリン量子量も増加した。
以上の結果、哺乳動物神経筋培養標本で、NCS-1は伝達物質分泌機構に特異的に作用し、シナプ
ス結合およびアセチルコリン放出を増強することが判明した。本研究はNCS-1の哺乳類神経細胞に
おける神経伝達促進を見た初めての報告であり価値ある労作と評価された。
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